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	主題名
	公正な態度で
	内容項目
	C 公正，公平，社会正義

	教材名
	良太のはんだん
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	主人公（良太）の行動を自分と重ねて考えることで，不正やごまかしがないことや，だれに対しても同じ基準で正しいことをすることの大切さに気づくため。

	ねらい
	だれに対しても分け隔てなく，公正・公平な態度で接していこうとする。
【理解，判断力】相手によって態度を変えることなく，公正な判断をすることの大切さが分かる。

【心情】自分や自分の仲間だけを優先することなく，だれにでも公正・公平に接する姿に心が動く。

【実践意欲と態度】だれに対しても分け隔てなく，公正・公平な態度で接していこうとする。

	学習指導過程
	・クラスで取り組むときに大切なことを考える。
・「良太のはんだん」を読み，みんなで何かに取り組むときに大切なことについて考える。
★審判として悩みながらも，だれにでも公正・公平に接しようとする良太の姿に心が動いたか。
・分け隔てなく接するために，大切なことについて話し合う。
★みんなで何かに取り組むとき，分け隔てをせずに公正・公平な態度で接していこうとする意欲がもてたか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●道徳の授業
・「良太のはんだん」を読み，みんなで何かに取り組むときに大切なことについて考えさせる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●朝の会や帰りの会
・だれにでも同じ態度で接するよう心がけて生活するように促し，実際にそれができたときの気持ちを発表し合わせる。
●家庭
・だれにでも同じ態度で接することについて，家族で話し合わせる。
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